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町の人口10,361人（-43）男4,863人（-34）女5,498人 (-9）世帯合計3,678 (+46）平成8年2月29日現在（ ）は前年同月との比較です。 

『鶴上野赦鰍討鍋ニ＋風約か 

ーーープ邑ノ ー 柳3'賜煮梁纂鴛鷲繁畿」畿鷲『Lt-
この祝賀会開催のため、実行委員会（村上慶悉会長）が、 

0 結成され、年代別にグループ編成を行い、それぞれの思い 

出など記念誌に残したり、記念碑など、足跡を残しました。 

創立120年を祝う 

札点 
り
 
た
ね
 
づ
 

ゆ
 

「
菜
種
梅
雨
」
。
菜
の
花
の
 

咲
く
三
月
下
旬
か
ら
四
月
に
 

か
け
て
、
降
り
続
く
雨
を
菜
 

種
梅
雨
と
い
う
。
菜
種
と
い
っ
 

て
も
、
油
を
と
る
た
め
の
ア
 

ブ
ラ
ナ
の
種
が
実
る
季
節
の
 

こ
と
で
は
な
く
、
ア
ブ
ラ
ナ
 

の
花
す
な
わ
ち
菜
の
花
が
咲
 

く
季
節
の
雨
の
こ
と
を
い
う
▼
こ
れ
は
、
 

も
と
は
漁
師
た
ち
の
言
葉
で
、
三
、
四
 

月
に
吹
く
南
東
の
風
を
菜
種
梅
雨
と
呼
 

ん
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
▼
菜
種
梅
雨
 

の
後
に
は
、
タ
ケ
ノ
コ
梅
雨
、
卯
の
花
腐
 

し
、
走
り
梅
雨
、
そ
し
て
本
番
の
梅
雨
、
 

そ
の
あ
と
に
戻
り
梅
雨
 

日
本
人
は
、
 

雨
に
も
い
ろ
い
ろ
な
風
情
を
感
じ
て
い
 

た
▼
以
前
、
菜
種
油
を
と
る
た
め
に
、
 

菜
の
花
を
栽
培
し
て
い
た
。
い
ま
も
食
 

用
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
 

料
の
大
半
が
カ
ナ
ダ
か
ら
輸
入
に
な
り
、
 

油
を
と
る
た
め
の
菜
種
の
栽
培
は
見
当
 

ら
な
い
▼
し
か
し
、
最
近
は
地
域
お
こ
 

し
の
イ
ベ
ン
ト
用
に
栽
培
し
た
り
、
春
 

の
花
材
と
し
て
愛
用
さ
れ
た
り
し
て
い
 

る
▼
彦
山
川
の
河
川
敷
で
は
、
菜
の
花
 

（
ア
ブ
ラ
ナ
）
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
。
家
 

族
づ
れ
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
楽
し
ん
だ
り
、
 

お
年
寄
り
が
つ
く
し
取
り
を
し
た
り
、
 

釣
り
人
は
釣
り
糸
を
た
ら
し
、
そ
れ
ぞ
 

れ
「
春
」
を
満
喫
し
て
い
る
▼
四
月
一
一
 

十
九
日
は
「
み
ど
り
の
日
」
、
一
一
十
三
日
 

、
二
十
九
日
は
「
み
ど
り
の
週
間
」
で
 
、 

あ
る
。
積
極
的
に
緑
と
親
し
ん
で
は
。
 

.
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財
政
再
建
の
中
、
新
駅
設
置
が
め
だ
ま
で
す
O
 

財
政
再
建
」
ハ
年
次
の
予
算
決
ま
る
 

平
成
八
年
度
の
一
般
会
計
予
算
と
、
特
別
会
計
予
算
が
、
三
月
定
例
 

議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
七
十
八
億
六
千
 

八
百
九
十
八
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
に
比
べ
三
、
ニ
パ
ー
セ
ン
 

ト
、
額
に
し
て
約
二
千
五
百
八
十
万
円
減
っ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
財
政
再
建
計
画
で
の
赤
字
解
消
額
は
、
ニ
億
ニ
百
七
十
万
円
 

で
す
。
 

▼
▼
 

収
 
入
 

赤
字
見
込
額
は
 

約
ニ
十
六
億
円
で
す
。
 

町
の
収
入
は
、
町
税
や
使
用
料
・
手
 

数
料
な
ど
、
町
が
自
ら
確
保
で
き
る
自
 

主
財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
 

出
金
、
町
債
（
借
入
金
）
な
ど
、
他
か
 

、
、
、
ー

 

、ノ
 

ハ
I
J
 

ノく
 

認
甲団法人日本穀物検定協シ

”書警無讐讐38五Rフ国庫支出金 
出」 1貢 j1耳z,,ou刀門 

その他 1 億464万円 
8億1,383万円

繰入金ノ
6億3,624 方円 

ら
収
入
す
る
依
存
財
源
で
成
り
た
っ
て
 

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
自
主
財
源
が
予
 

算
全
体
の
五
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
 

て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
約
六
十
ニ
パ
ー
 

セ
ン
ト
の
二
十
六
億
円
は
赤
字
見
込
額
 

と
な
っ
て
お
り
、
実
質
的
な
自
主
財
源
 

は
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

町 税 4億3,535万円 

諸収入財産収入 2億4,631万円 

分担金負担金 1 億5,256万円 

使用料手数料 1 億 611万円 

計…78億6,898万円 

議会費 8.639万円 

衛生費 2 億8,133万円 

ち
な
み
に
、
こ
の
自
主
財
源
が
多
い
 

ほ
ど
、
財
政
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
 

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

基
金
を
取
り
く
ず
し
 

借
金
返
済
と
新
駅
設
置
へ
 

繰
入
金
が
六
億
三
千
六
百
二
十
四
万
 

円
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
五
億
九
千
 

五
百
十
五
万
八
千
円
は
借
入
金
を
早
く
 

返
す
た
め
、
減
債
基
金
を
取
り
く
ず
し
 

て
、
支
出
の
公
債
費
（
借
入
金
の
返
済
 

金
）
で
支
払
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
平
 

成
筑
豊
鉄
道
の
赤
池
駅
と
市
場
駅
と
の
 

間
に
新
駅
（
仮
称
生
力
駅
）
を
設
置
す
 

労働費 8億148 万円 

」”林水産事業費 2億64 万円 

 商 工 費 541万円 

土 木 費 1 億9,858万円 

消 防 費 9,919万円

新
食
糧
法
の
施
行
で
精
米
表
示
が
一
新
 

教 育 費 3億2,850万円 

災害復旧費 1億9,673万円 

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
（
い
 

わ
ゆ
る
ふ
る
さ
と
創
生
金
）
よ
り
三
千
 

七
百
四
十
九
万
円
を
と
り
く
ず
す
も
の
 

で
す
。
 

▲

▲

支

 
出
 

厳
し
い
中
、
新
駅
設
置
と
 

庁
舎
建
設
の
設
計
委
託
を
し
ま
す
 

支
出
の
中
で
一
番
大
き
な
割
合
を
占
 

め
て
い
る
の
は
、
前
年
度
繰
上
充
用
金
 

で
す
。
こ
れ
は
、
前
年
度
の
赤
字
額
に
 

充
て
た
お
金
で
全
体
の
約
三
十
六
パ
ー
 

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

次
に
多
い
の
は
、
公
債
費
（
借
入
金
 

の
返
済
金
）
で
す
。
再
建
計
画
で
こ
の
 

借
入
金
を
早
く
返
す
た
め
、
減
債
基
金
 

（
貯
金
）
と
し
て
積
み
立
て
た
お
金
、
五
 

億
九
千
五
百
十
五
万
円
で
早
く
返
済
し
 

ま
す
。
 

事
業
面
で
は
、
新
駅
設
置
と
、
庁
舎
 

建
設
の
た
め
の
設
計
委
託
を
行
い
ま
す
。
 

事
業
別
に
は
、
地
域
改
善
対
策
事
業
で
、
 

お
米
の
素
顔
が
見
え
る
表
示
に
変
わ
り
ま
す
 

器
気
緯
貰
で
薄
繊
鱈
（
）
難
難
熱
鷲
裁
難
還
鷺
雑
議
慮
纏
鱗
一
麟
難
鷺
」
 

一麟締
II
灘
II
綴
灘
麟
（
「
灘
 織

鶴
麟
」
 

驚
鷲
 6
6
 

の
幅
鷲
一
 

薫
競
綴
離
麟
「
「
羅
鱗
難
（
）
鷺
一
一
 

月
新
懲
れ
灘
精
麟
表
家
誓
舞
一
の
認
証
姦
雄
然
熱
競
」
一
 

原
料
玄
米
に
つ
い
て
の
情
報
を
 

産
地
・
品
種
・
産
年
の
三
点
セ
ッ
ト
で
記
載
 

お
米
の
袋
に
表
示
さ
れ
る
精
米
表
示
 

の
、
ど
こ
が
新
し
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
 

う
か
。
大
き
な
改
正
点
は
、
「
原
料
玄
米
」
 

の
記
載
の
仕
方
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
の
原
料
玄
米
の
記
載
の
仕
 

方
は
、
「
I
類
〇
％
以
上
」
と
い
う
よ
う
 

に
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
般
消
費
者
 

に
は
分
か
り
づ
ら
い
も
の
で
し
た
。
 

し
か
し
、
新
食
糧
法
に
よ
る
精
米
表
 

示
制
度
の
も
と
で
は
、
「
産
地
・
品
種
・
 

一
翻
一
卿
一
鯖
一
濡
面
「
 

産
年
」
 
の
三
つ
を
セ
ッ
ト
で
記
載
す
る
 

こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
 

「
ど
こ
で
、
ど
ん
な
品
種
の
米
が
、
い
つ
 

と
れ
た
か
」
が
、
だ
れ
の
目
に
も
一
目
 

り
ょ
う
然
と
な
っ
た
の
で
す
。
 

ま
た
ブ
レ
ン
ド
米
に
つ
い
て
は
、
使
 

用
割
合
の
多
い
順
に
全
体
の
六
〇
％
に
 

達
す
る
ま
で
産
地
・
品
種
・
産
年
ご
と
 

の
使
用
割
合
を
記
載
。
そ
れ
以
外
は
 

「
そ
の
他
〇
％
」
と
表
示
す
る
こ
と
が
で
 

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
原
 

料
玄
米
に
外
国
産
の
米
が
使
わ
れ
て
い
 

る
場
合
は
、
そ
の
米
の
産
地
国
（
例
・
ァ
 

メ
リ
カ
産
加
州
米
な
ど
）
ご
と
の
使
用
 

割
合
が
別
に
記
載
さ
れ
ま
す
（
使
用
割
 

合
の
表
記
は
原
則
と
し
て
一
〇
％
ず
つ
）
。
 

一
方
、
未
検
査
米
が
使
用
さ
れ
て
い
 

る
場
合
は
、
原
料
玄
米
の
欄
に
 
「
未
検
 

査
米
」
と
別
に
記
載
さ
れ
（
産
地
・
品
 

種
・
産
年
の
表
示
は
な
し
）
、
そ
の
使
用
 

割
合
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
 

精
米
表
示
に
は
原
料
玄
米
の
ほ
か
に
 

も
、
「
品
名
（
う
る
ち
、
も
ち
、
腫
芽
精
米
）
」
 

「
正
味
重
量
」
、
「
精
米
年
月
日
」
、
「
販
売
 

業
者
名
又
は
精
米
工
場
名
」
が
記
載
さ
 

れ
ま
す
の
で
、
ま
さ
に
“
お
米
の
素
顔
 

が
見
え
る
表
示
）
と
い
う
わ
け
で
す
。
 

表
否
袋
の
中
身
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
 

認
証
マ
ー
ク
な
ど
が
お
約
束
 

「
袋
の
表
示
が
分
か
り
や
す
く
、
き
め
 

細
か
に
な
っ
た
の
は
い
い
け
れ
ど
、
肝
 

心
の
袋
の
中
の
米
は
本
 

当
に
記
載
ど
お
り
な
の
 

か
し
ら
」
 

。 

ご
安
心
く
だ
 

さ
い
。
表
示
と
 

、
、
 

袋
の
中
身
が
一
 

『、ツ 

致
し
て
い
な
い
、
加
 

な
ん
て
こ
と
の
一
選
 

な
い
よ
つ
に
、
 

粍
 

新
食
糧
法
で
は
ー
お
 

第
」
著
機
関
に
「
u
 

よ
る
「
精
米
表
）
 
い
 

示
認
証
制
度
」
 

を
設
け
て
い
ま
 

す。 

お
 

こ
れ
は
、
表
示
認
証
 

精米月日にも気を配ろう 

特別会計・企業会計予算

34 億2,0 8 8 万円 

諜轟1降I塩円7善円機円飾 
( 3 -? 8年) ~ 4」 ~ l i ~ l I 「 二I 

46億 
2,973 万円 

6 7 8 

道
路
や
た
め
池
の
整
備
、
特
定
地
》
 

発
事
業
や
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
聖
 

は
、
中
学
校
の
整
備
工
事
や
道
路
山
 

工
事
、
た
め
池
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
h
 

行
い
ま
す
。
 

鉱
害
復
旧
事
業
で
は
、
下
水
消
 

道
路
の
工
事
、
過
疎
事
業
で
は
、
‘
 

団
地
の
道
路
改
良
工
事
を
予
定
L
 

い
ま
す
。
 

国民健康保険会計 

7億1,503万円 

老人保険会計 
 . 

13億1,955万円 

｛増藻資金等貸付会計 

3億1,460万円 

上水道会計 

2億1,361万円 

町立病院会計 

8億5.779万円 

＜表示例＞ 

食糧庁精米表示基準に基づく表示 

品 名 精 米 

原料玄米 

産 地 品 種 産 年 使用割合 

A 県産 コシヒ力リ 7年産 40 % 

B県産 ササニシキ 7年産 20 % 

そ の 他 40 % 
（う ち未検査米 10 %) 

正味重量 5 kg 

精米年月日 8. 1. 20 

販売業者名 

又は 

精米エ場名 

〇〇米穀卸株式会社 

■■県〇〇市△△町▽▽1 -2 

TEL 012 (345) 6789 

〇〇米穀卸株式会社 △△精米エ場 

■■県〇〇郡△△町〇03一45 

1EL0123 (45) 6789 

機
関
に
指
定
さ
れ
た
囲
日
本
穀
物
検
定
 

協
会
が
、
表
示
が
正
し
く
行
な
わ
れ
て
 

,
?
I
 

い
る
か
を
チ
ェ
 
ッ
ク
し
、
 

おいしいお米、食ぺていますか。お米 

はいわば生鮮食品。ですから、お米を選ぶ 

際に産年に注意するのはもちろんですが、 

精米月日にも気を配りたいものです。とい 

うのも、いくら今年とれたお米でも、精 

米してからの時問がたつほど、味が落ち 

てしまっかFフです 

正
し
い
と
認
め
ら
 

れ
た
も
の
に
は
 

「
認
証
マ
ー
ク
」
 

を
つ
け
て
、
消
費
 

者
の
信
頼
を
得
る
 

と
い
う
制
度
。
 

袋
の
中
身
が
表
 

示
ど
お
り
の
も
の
 

か
ど
う
か
は
、
こ
 

の
ガ
信
頼
の
あ
か
 

し
）
と
も
い
え
る
 

認
証
マ
ー
ク
の
有
 

無
で
判
断
で
き
る
 

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
認
証
制
度
の
対
象
と
な
ニ
 

い
小
規
模
の
精
米
工
場
で
精
米
さ
れ
 

お
米
に
対
し
て
も
、
都
道
府
県
ご
ン
 

指
定
し
た
組
合
が
表
示
と
内
容
を
確
 

し
、
一
致
し
た
も
の
だ
け
に
「
確
認
マ
 

ク
」
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
」
 

今
後
、
ま
す
ま
す
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
 

富
ん
だ
お
米
が
世
の
中
に
出
回
っ
て
 

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 
そ
ん
な
と
き
、
 

費
者
に
必
要
と
な
る
の
が
商
品
を
選
 

目
を
も
つ
こ
と
で
す
。
 

袋
の
中
に
ど
ん
な
お
米
が
入
っ
て
 

る
か
は
精
米
表
示
で
チ
ェ
ッ
ク
、
ま
」
 

そ
の
表
示
が
信
頼
で
き
る
も
の
か
ど
 

か
は
マ
ー
ク
の
有
無
で
チ
ェ
 
ッ
ク
ー
 

こ
れ
か
ら
の
お
米
を
買
う
と
き
の
基
 

に
な
っ
て
き
そ
う
で
す
ね
。
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糾黙‘き乞1 、‘に難、『’’庁き竜「＆と に ら と 

I 戸麟瀬熱輪，,I難 

斌ぐ議暴鷲 
楽しみました。生活発表会 考L 契言護 

ま
ち
の
話
題
 """“肩 I 

奄婆夢舞I .一護難 

‘麟ど雄縄難 
中学校の卒業生、1万人を突破ノ 祭67 景詰 

上野焼陶器きつり 
手ぶらでは帰れません 

、 

400年の伝統を誇る上野焼。窯元のみなさんの 

自信作品が、軒先までならべて大売出し市。 

全商品2割引きで、堀り出し物も多数。道端で 

農産物の販売など、もりだくさんのまららです。 

●い つ 

4月27冒28曾29H 
●どこで 窯元を中心に 

交通 

役場へのお支払いは 

赤池駅より無料巡回バス運行 

があります。マイカーは、3日 

間とも一方通行です。 

問い合わせ 

上野焼協同組合容28一5864 

役場商工観光係容28一2004 

臨時職員の撃加 三を麟 

平成8年度、役場や町立病院などで臨時的に雇用 

する職員の募集を行います。 

一般事務や現業職、看護婦で臨時的に職員として 

必要な時が生じた場合、登録されている方から、順 

次面談の上雇用するものです。 

記 

●職 種 ー般事務、現業職、看護婦 

●資 格 ・平成8年4月1日現在 

18歳以上50歳以下の男女で健康な人 

・地方公務員法第16条に該当しない人 

●受付期間 4月26日圏まで 

（土・日曜日を除く8時30分より17時まで） 

●申込方法 履歴書（市販）を提出 

（左上に希望職種を記入のこと） 

●有効期間 平成8年5月1日～平成9年3月31日 

、●登録順位 審査の上厳正な抽せんにより決定します。 

●提出先・問い合わせ 

役場総務課庶務係 

(ft2 8 -2004 内線244 ) 

一
退
一
柱
舞
撚
難
繊
舞
欝
 

遂
議
露
 

一
年
で
も
早
い
財
政
再
建
を
…
・
・
・
 

前
収
人
役
 

池
 

永
 

久
 

夫
 

収
入
役
と
し
 

ト

 
て
、
3
期
 12
 

年
 

轟
間
、
ま
た
、
町
 

の
職
員
と
し
て
 

34 

年
間
、
町
民
 

の
み
な
さ
ま
や
 

議
会
、
執
行
部
、
そ
し
て
、
職
員
の
み
 

な
さ
ま
の
御
協
力
に
よ
り
、
無
事
職
務
 

を
全
と
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
 

対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

財
政
再
建
も
5
年
が
経
過
し
、
順
調
 

に
推
移
し
て
い
ま
す
。
平
成
 14 

年
度
ま
 

で
の
計
画
で
す
か
ら
、
現
在
、
そ
の
約
 

4
割
が
達
成
で
き
た
訳
で
す
が
、
後
7
 

年
間
を
残
し
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
 

心
残
り
を
感
じ
る
思
い
で
す
。
 

今
後
も
、
行
政
の
総
力
を
あ
げ
、
 
一 

年
で
も
早
く
財
政
再
建
が
計
ら
れ
る
こ
 

と
を
祈
念
し
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
 

し
ま
す
。
 

仕
一
蕪
み
ま
熱
」
鷺
一
難
 

険
襲
取
扱
者
試
験
 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

×
 

試
験
と
準
備
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
 

．
試
 

験
 

o
と
 
き
 

6
月
 16 

日
回
午
前
 10 

時
 

o
と
こ
ろ
 
近
畿
大
学
九
州
工
学
部
 

o
試
験
種
類
 
乙
種
1
5
4
類
 
丙
種
 

．
準
備
講
習
会
 

o
と
 
き
 
6
月
2
日
回
9
時
、
 17 

時
 

o
と
こ
ろ
 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

．
受
付
（
試
験
お
よ
び
準
備
講
習
会
）
 

o
期
 
間
 
4
月
 22 

日
、
5
月
8
日
 

●
問
い
合
わ
せ
 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

危
険
物
係
 
曾
 44 

1
0
6
5
0
番
 

繋
麟
議
難
鰹
懸
蕪
嚢
欝
 

青
年
海
纏
繊
力
隊
箕
薄
集
 

/
 

福
岡
県
国
際
交
流
課
×
 

開
発
途
上
国
の
人
々
の
新
し
い
国
づ
 

く
り
の
た
め
に
あ
な
た
の
可
能
性
を
試
 

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

．
応
募
資
格
 

20 

歳
か
ら
 39 

歳
ま
で
 

．
募
集
期
間
 

4
月
 15 

日
、
5
月
 31 

日
 

．
選
考
試
験
 

1
次
・
筆
記
試
験
 

2
次
・
面
接
、
健
康
診
断
 

．
募
集
説
明
会
 

4
月
 18
 

日
、
5
月
 21
 

日
 
ア
ク
ロ
ス
福
岡
 

5
月
8
日
福
岡
天
神
ビ
ル
 

4
月
 23
 

日
、
5
月
 16
 

日
小
倉
K
M
M

ビル 

い
ず
れ
も
 18 

時
 30 

分
か
ら
 21 

時
ま
で
 

．
問
い
合
わ
せ
 
福
岡
県
国
際
交
流
課
 

冒
0
9
2
1
6
5
1
1
1
1
1
1
番
 

新
し
い
収
入
役
に
 

け
い
し
つ
 

村
上
慶
悉
さ
ん
が
就
任
 

3
月
の
定
例
議
 

会
で
、
池
永
久
夫
 

収
入
役
の
任
期
満
 

了
に
伴
い
、
村
上
 

慶
悉
さ
ん
（
「
量
具
）
 

の
収
入
役
就
任
が
 

決
ま
り
ま
し
た
。
 

村
上
収
入
役
は
、
平
成
6
年
3
月
に
 

市
場
小
学
校
を
退
職
さ
れ
、
そ
の
後
は
、
 

教
育
委
員
や
教
育
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

任
期
は
、
4
月
1

日
よ
り
4
年
間
で
 

す。 

で
 

「うっかり忘れた」。そんな経験ありませんか。金融機関が 

あなたに代って町に振り込みます。 

取扱金融機関または役場 
でしてください。 

‘警要義灘鷺“護驚麟議I鷺簾~ 

通帳と届印を準備して 
ください。 

用・鷲 鷲金融機関： 

赤池郵便局・福岡銀行 
西日本銀行・田川信用金庫 
田川農協・労働金庫 

 ■ 

平成8年4月～平成9年3月精綴灘鷲12・溜議 
〔平成8年4月～平成9年3月までc ' ll 什を市i結すると、こんなにお響1 ] 

「ーーー 

月納勢た撮合 

罵翫博険科 

ti2,3(X〕円×臣月」 
147,600円 

定議保険料＋付加保険料 

【（招'3加円＋4的円）×臣力月」 
152,400円 

た 撃合 144.040円 148,720円 

割引きされる額 3 ,560円 3 ,680円 
《前納の約付期限は軍成8舞4緯30日です》 
1年分をまとめて納めると年5.5％もの割引き（複利現価法による）が 

受けられ、預貯金の利率と比べてもぜったいに オ・ト申ク！! 

そのうえ納め忘れもなく あ・ん・し・ん 

くわしくは、役場の国民年金係 

までおたずねください。 

鵬一 (
 

細
 

心
か
ら
リ
ラ
 

婦
 

昔から、宗教や思想の 

健

 

中
に
感
謝
の
心
を
説
く
も
 

保

 

の
が
多
い
で
す
が
、
こ
こ
に
 

刷

 

い
た
っ
て
、
「
感
謝
の
気
持
 

冊

 

ち
」
こ
そ
が
健
康
の
決
め
手
 

で
あ
る
こ
と
が
、
近
代
医
学
に
よ
り
明
 

ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
秘
密
 

の
源
が
脳
内
に
あ
る
「
快
楽
物
質
」
で
、
 

別
名
「
脳
内
モ
ル
ヒ
ネ
」
と
い
わ
れ
て
 

い
る
も
の
で
す
。
 

1
9
7
5
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
学
者
が
、
 

豚
の
脳
内
か
ら
麻
薬
の
モ
ル
ヒ
ネ
に
作
 

用
が
よ
く
似
て
い
る
物
質
を
抽
出
す
る
 

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
 
そ
れ
は
 
「ユ 

ン
ド
ル
フ
ィ
ン
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
 

た
。
さ
ら
に
、
人
間
の
か
ら
だ
の
中
に
 

は
、
脳
に
止
ま
ら
ず
各
所
に
、
モ
ル
ヒ
 

ネ
様
物
質
を
受
け
止
め
る
受
容
体
が
存
 

在
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
 

し
た
。
つ
ま
り
、
「
脳
内
モ
ル
ヒ
ネ
」
は
、
 

生
命
活
動
の
全
体
に
大
き
な
作
用
を
及
 

ぼ
し
て
い
た
の
で
す
。
 

例
え
ば
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
も
 
「
脳
内
 

モ
ル
ヒ
ネ
」
 
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
ガ
ン
細
胞
と
ガ
ン
細
胞
を
殺
す
 

働
き
を
す
る
N
K
細
胞
を
一
緒
に
試
験
 

管
に
入
れ
、
そ
こ
に
「
脳
内
モ
ル
ヒ
ネ
」
 

を
垂
ら
す
と
、
に
わ
か
に
N
K
細
胞
は
 

活
性
化
し
て
、
ガ
ン
細
胞
を
食
い
つ
く
 

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

つ
ま
り
、
「
脳
内
モ
ル
ヒ
ネ
」
は
人
間
 

の
生
命
力
の
基
本
で
あ
る
免
疫
力
を
強
 

め
て
い
た
の
で
す
。
 
で
は
、
「
脳
内
モ
ル
 

ヒ
ネ
」
は
ど
ん
な
と
き
分
泌
さ
れ
る
の
 

で
し
ょ
う
か
？
・
春
山
医
師
に
よ
れ
ば
 

IttllIilIlII 

ッ
ク
ス
し
ま
し
よ
う
 

「
心
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
と
き
」
。
 

さ
ら
に
、
緊
張
す
る
場
面
で
も
「
プ
 

ラ
ス
思
考
」
 
を
す
る
こ
と
で
、
こ
の
 

「
脳
内
モ
ル
ヒ
ネ
」
 
は
、
「
ど
ん
ど
ん
分
 

泌
さ
れ
、
か
ら
だ
を
健
康
に
し
て
く
れ
 

る。」 

つ
ま
り
、
人
間
は
“
考
え
方
（
ひ
 

と
つ
で
、
か
ら
だ
を
健
康
に
す
る
ガ
良
 

薬
一
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

こ
の
逆
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
悲
 

観
的
に
物
ご
と
を
考
え
る
と
、
「
脳
内
モ
 

ル
ヒ
ネ
」
と
は
全
く
逆
の
働
き
を
す
る
 

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
 
い
わ
ば
 

脳
内
「
不
快
物
質
」
。
 
そ
の
ひ
と
つ
が
 

「
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
 
で
す
。
怒
っ
た
 

り
、
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
分
泌
 

さ
れ
、
猛
毒
を
持
っ
て
い
る
状
態
に
あ
 

る
の
で
す
。
春
山
医
師
に
よ
れ
ば
「
自
 

然
界
で
は
毒
蛇
の
毒
に
次
ぐ
ほ
ど
強
い
 

と
い
う
か
ら
恐
ろ
し
い
で
す
ね
。
 

体
内
で
猛
毒
が
分
泌
さ
れ
る
の
だ
か
 

ら
当
然
、
苦
し
み
や
絶
望
感
に
襲
わ
れ
、
 

免
疫
力
も
低
下
し
、
病
気
に
か
か
り
や
 

す
く
な
り
ま
す
。
別
名
「
自
殺
ホ
ル
モ
 

ン
」
と
呼
ば
れ
る
の
も
よ
く
分
か
り
ま
 

す。 

こ
れ
は
「
マ
イ
ナ
ス
思
考
」
 
を
す
 

る
と
「
た
ち
ま
ち
脳
内
に
分
泌
さ
れ
る
」
 

と
い
う
か
ら
面
白
い
。
物
事
を
悲
観
的
 

に
捉
え
る
こ
と
は
、
医
学
的
に
も
よ
く
 

な
か
っ
た
の
で
す
。
 

新
し
い
生
活
が
始
ま
り
、
ス
ト
レ
ス
 

が
た
ま
る
こ
の
時
期
、
 
プ
ラ
ス
思
考
で
 

望
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
良
薬
の
効
果
が
 

あ
る
か
も
i
 

'‘鵬「iIIII, 鵬鵬嚇井申叢3鵬鼻撲雑蛾繊， 
,',,,,,, 



⑥
 

お 灘
う
ー
お
」
演
み
簿
・
譲
難
 

寡
婦
医
療
】
の
議
続
き
 

/
 

役
場
福
祉
健
康
課
 

寡
婦
（
 70 

歳
未
満
の
人
で
、
婚
姻
の
 

届
け
出
を
さ
れ
た
配
偶
者
と
死
別
か
離
 

婚
さ
れ
、
現
在
1
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て
 

い
る
人
）
で
病
院
に
か
か
っ
た
医
療
費
 

が
安
く
な
る
医
療
費
の
助
成
制
度
、
寡
 

婦
医
療
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人
 

は
、
早
目
に
手
続
き
を
。
 

．
申
請
に
必
要
な
も
の
 

戸
籍
謄
本
・
 

保
険
証
・
印
鑑
・
申
請
書
等
（
役
場
 

に
準
備
し
て
い
ま
す
）
 

．
問
い
合
わ
せ
 

福
祉
健
康
課
国
保
医
 

療
係
冒
 28 

1
2
0
0
4

（
内
線
2
5
0
) 

※
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
 

事
前
に
係
に
相
談
し
て
下
さ
い
。
 

／一ご協力くださいへ 
、、ノ 

ワー 

ノ

‘

、

 

『児童クラブ』入所募集 

4月より、児童クラブ（学童保育）に入所される 

児童を募集しています。 

町内の小学校低学年（原則として3年生以下）の 

児童で、放課後、家に帰ってひとりぼっちに近い状 

態になる児童を対象に、市場小学校の空き教室を利 

用して「児童クラブ」を行ないます。 

主な内容は次のとおりです。 

記 

●実施期間 4月8日から翌年の3月31日 

●実施時間 下校時から17時30分 

（夏休み等は8時～17時30分） 

●徴収金 児童1人あたり3,000円を基本とします。 

●事 業 遊びなどをとおして生活指導を行い、 

健全育成を図ります。 

．加入申込 所定の申込書にて雇用証明書を添えて、 

学校もしくは役場福祉健康課年金福祉 

係へ申込みください。用紙も用意して 

います。 
※詳しくは、役場福祉健康課年金福祉係 

容28-2004（内線245番）まで 

お問い合わせください。 

囲碁同好会 

だ よ り 

3月例会優勝者 

A パート 焼山文明さん 
（高 尾） 

B パート繁永正喜さん 
（緯 田） 

c ,ート木村正弘さん （日） 

4月例会 （市 場） 

1 I「 I (U)9:30 -1l7:3() 

町民会館 和室 
× 木下会長より ノ 

道路新設に伴う交通規制 

篇 
一至直方 県 道 至金田→ 

バスr1 i 11道路新設 
~ 「●居原商店

期間 5月10日（予定）まで 

平
成
8
年
7
月
1

日
か
ら
勤
務
可
能
 

な
人
を
対
象
と
し
た
臨
時
の
採
用
試
験
 

で
す
。
 

．
採
用
職
種
と
予
定
数
 

上
級
o

土
木
 20 

人
o

建
築
4
人
o

電
 

気
5
人
o

農
業
土
木
2
人
 

初
級
o

土
木
 10 

人
 

●
受
験
資
格
＠
上
級
廿
昭
和
 41 

年
4
月
 

2
日
か
ら
昭
和
 49 

年
4
月
1

日
ま
で
 

に
生
ま
れ
た
人
。
 

＠
初
級
廿
昭
和
 47
 

月
4
月
2

日
か
ら
昭
和
 53 

年
4
月
1
 

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
初
 

級
は
大
学
に
お
け
る
在
学
期
間
が
2
 

年
を
超
え
る
人
を
除
く
。
 

●
受
付
期
間
 

4
月
 15 

日
、
 26 

日
 

議
一
護
医
一
一
療
一
受
裕
」
煮
』
鷲
羅
 

襲
獄
が
』
一
変
薫
鷺
鷲
一
驚
一
議
 

今
ま
で
老
人
医
療
証
の
交
付
は
、
 
70 

歳
に
な
ら
れ
た
方
に
随
時
窓
口
で
交
付
 

し
い
て
ま
し
た
が
、
4
月
よ
り
毎
月
1
 

回
の
集
合
交
付
と
な
り
ま
し
た
。
 

．
交
付
日
毎
月
第
4
水
曜
日
 
13
 

時
 30
 

分
 

（
そ
の
月
に
 70 

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
 

れ
た
人
）
 

．
持
参
す
る
も
の
 
保
険
証
・
印
鑑
 

※
対
象
者
の
方
に
は
毎
月
通
知
を
さ
 

し
あ
げ
ま
す
。
 

．
問
い
合
わ
せ
 

福
祉
健
康
課
国
保
医
 

療

係

君

 28 

1
2
0
0
4

（
内
線
2
5
0
) 

戦
没
春
等
の
家
族
織
舞
麟
麟
誠
麟
 

持
別
給
付
金
一
の
請
求
時
効
か
ぎ
議
雄
 

/
 

福
岡
県
民
生
部
援
護
課
×
 

⑥
請
求
期
限
は
5

月
 18 
日
ま
で
で
す
o
 

＠
特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え
た
 

 ,
 

座譲難塗驚 
：畿学鷲獲熱言 ぜ発 I 

の主催熱灘催臓舞H" 厨難教育推進協議！ 

いま薫B「泊分自蟻 

巷熱萎巻無K- t き綴欝鷺i難「 麟”麟hジI」罵ヒi 

嚇麟蕪護醸月h17:珂鷲舞後蒸瞬額券h 

‘薫鷲護難同和対策単莱研修所舞三’舞」 

・内,・麟饗蕪麟蕪メ霧舞鷲薫映画F舞・ジ蕪」. 
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を高鷺る難擁塵熱 
、 

．

試

験

日

 
5
月
 12 

日
回
 

●
採
用
予
定
時
期
 
平
成
8
年
7
月
1

日
 

●
問
い
合
わ
せ
 
福
岡
県
人
事
委
員
会
 

公
0
9
2
1
6
4
1
1
3
8
8
3
番
 

福 
岡 
県 
民 
生 
部 

●
参
加
資
格
 
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行
う
 

戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族
で
あ
 

る
こ
と
。
 

●
実
施
予
定
地
域
 
・
旧
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
 

ル
・
中
国
・
樺
太
慰
霊
碑
竣
工
追
悼
 

式
・
ァ
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
・
西
イ
 

リ
ア
ン
・
パ
ラ
オ
諸
島
・
フ
ィ
リ
ピ
 

ン
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
東
部
ニ
 
ュ
ー
ギ
 

ニ
ア
 

●
経
 

費
 

所
要
経
費
の
3
分
の
2

は
 

参
加
者
負
担
 

戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母
等
に
改
め
 

て
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

⑥
第
十
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債
 

を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻
に
、
 

額
面
百
八
十
万
円
、
第
十
四
回
特
別
 

給
付
金
「
い
号
」
国
債
を
受
け
ら
れ
た
 

戦
没
者
の
父
母
等
に
、
額
面
九
十
万
 

円
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

⑥
請
求
手
続
き
及
び
問
い
合
わ
せ
 
役
 

場
福
祉
健
康
課
健
康
衛
生
係
冒
 28 

ー
 

2
0
0
4

（
内
線
2
4
9
) 

妻
霜
一
養
燕
一
筏
一
薫
舞
 

麟
鍛
磐
め
鷺
ズ
ー
難
鐘
 勲

一
諾
」
嚢
嚢
 

麟
週
間
 

／
 

福
岡
県
青
少
年
対
策
課
×
 

い
ま
、
「
い
じ
め
」
が
大
き
な
社
会
問
 

題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
「
知
る
」
 

「
考
え
る
」
「
取
り
組
む
」
 
こ
と
が
必
要
 

で
す
。
 

福
岡
県
で
は
、
不
幸
な
出
来
事
を
再
 

び
起
こ
さ
な
い
た
め
、
4
月
 21 

日
回
か
 

ら
 27 

日
田
ま
で
を
 
「
い
じ
め
」
 
ス
ト
ッ
 

プ
週
間
と
し
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
 

な
い
ま
す
。
 

．
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

4
月
 22 

日
の
 
福
岡
市
ほ
か
 

．
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

4
月
 26 

日
岡
 13 

時
、
 16 

時
 

ア
ク
ロ
ス
福
岡
（
入
場
無
料
）
 

．
テ
レ
ビ
討
論
会
 

4
月
 12 

日
岡
深
夜
1
時
5
5
時
 

K
B
C

テ
レ
ビ
 

．
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
民
生
部
援
護
 

課
 

容
0
9
2
1
6
5
1
1
1
1
1
 

1

（
内
線
2
8
7
2
 

験
 

融一 

戦
じ
蒸
み
篤
意
一
難
熟
 

察r
嘗
】
採
r
第
『
試
舞
験
 

福
岡
県
人
事
委
員
会
 

イ
 

×
 

平
成
8
年
度
の
福
岡
県
警
察
官
専
門
捜
 

査
官
の
採
用
試
験
を
行
な
い
ま
す
。
 

．
受
験
資
格
 
昭
和
 41 

年
4
月
2

日
、
 

昭
和
 50 

年
4
月
1

日
に
生
ま
れ
た
人
 

●
試
験
区
分
 
法
律
・
経
済
・
語
学
 

（
北
京
語
、
広
東
語
）
・
情
報
工
学
・
 

化
学
入
大
卒
程
度
V
 

●
募
集
期
間
 

4
月
 22 

日
、
5
月
 20 

日
 

．
一
次
試
験
 
6
月
9

日
回
予
定
 

●
試
験
種
目
 

教
養
試
験
、
専
門
試
験
 

身
体
測
定
 

●
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
警
察
本
部
警
 

務
課
採
用
係
 
谷
0
9
2
1
6
2
2
ー
 

0
7
0
0

又
は
、
最
寄
り
の
交
番
駐
 

在
所
へ
 

．
「
県
民
の
声
」
コ
ン
ク
ー
ル
・
作
品
募
集
 

．
問
い
合
わ
せ
福
岡
県
青
少
年
対
策
課
 

冒
0
9
2
1
6
5
1
1
1
1
1

ー
 

（
内
線
2
7
8
1
) 

掌
肩
健
事
続
き
・
を
 

勲
保
険
年
度
更
新
獲
 

/
 

福
岡
県
労
働
雇
用
保
険
課
 

労
働
保
険
（
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
）
 

の
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
4
月
1

日
 

か
ら
5
月
 15 

日
ま
で
で
す
。
申
告
・
納
 

付
は
最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
等
で
行
 

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

．
年
度
更
新
等
問
い
合
わ
せ
 

⑥
県
所
掌
（
労
働
保
除
一
 

万
4
0
3
、） 

福
岡
県
労
働
雇
用
保
険
課
徴
収
係
）
 

冒
0
9
2
1
6
4
1
1
4
8
6
3
 

このコーナーは田川市・郡の情報コーナーです。 

田川市 

（田川市美術館） 

・「ゴヤの世界展」4月9日～5月6日 

・講演会 

「ゴヤの芸術とその時代」 

講師谷口治達さん（機糊鮒） 

4月14 日（日）14時～無料 

金田 町 

。ふれあい朝市 

毎週土曜日7時～13時 

金田駅西口 

。南木菅原神社神幸祭 

5月2日、3日南木地区 

方城町 

。定禅寺「藤まつり」 

4月28日～5月6日 

。農産物直売ふれあい市 

毎週土曜日9時30分～ 

町立医療センター前 

香春町 

ふれあい朝市 

毎週日曜日 8時～ 

役場前広場 

大任町 

おおとうマラソン 

4月14日（日）レインボーホール 

アトラクション 

。安田栗之助 

。尾形大作歌謡ショー 

添田町 

。英彦山神宮御神幸祭 

4月13日出・14日回英彦山神宮 

お下り、お上りとも14時 

。旬の駅「ふれあい朝市」 

毎週土曜 10時～ 

旧伊原駅前広場 

川崎町 

チャレンジ・スポーッフェスタ 

4月14 日（日）9時～ 

町民運動公園グラウンド 

ぽ 
じ
 

一
然
ん
ば
ー
る
舞
あ
な
接
蒸
舞
h
 

緯
英
資
金
ぬ
貸
辱
者
募
集
 

〈 

赤
池
町
教
育
委
員
会
 

／
 

ー
：
ー
ー
・
ニ
：
,
 
'

.

：

ー

．

 ど

，

 

×
 

赤
池
町
育
英
資
金
の
貸
与
者
を
次
の
 

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
 

と
な
り
ま
す
。
 

．
資
 

格
 

田
町
内
に
1
年
以
上
在
住
す
る
人
 

②
身
体
強
健
で
学
業
優
秀
な
人
 

⑧
品
行
方
正
で
志
操
堅
実
な
人
 

」
 

．
場
 

所
 
福
智
高
校
 

●
申
込
期
間
 
4
月
 16 

日
、
5
月
8

日
 

●
問
い
合
わ
せ
 

田
川
商
工
会
議
所
 

容
 44 

1
3
1
5
0
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
2
月
 21 

日
か
ら
3
月
 30 

日
ま
で
 

【
香
典
返
し
】
o

河
野
善
作
（
車
道
1

) 

故
タ
ケ
o

平
岡
シ
ナ
ェ
（
東
町
）
故
義
明
 

o
立
花
文
磨
（
市
場
）
故
木
村
定
重
o

大
 

橋
由
美
子
（
下
小
路
）
故
正
彦
o

池
田
哲
 

（
赤
池
5
2
昌
7

）
故
フ
ジ
ェ
 

以
上
五
件
 

で
十
六
万
円
で
す
。
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
、
一
般
一
口
千
円
）
 

o
山
末
直
美
廿
十
口
o

職
員
一
同
 

【
寄
付
】
o

匿
名
の
人
廿
千
七
百
五
十
円
 

④
在
学
校
長
の
推
せ
ん
す
る
人
 

．
貸
与
額
 

m
高
等
学
校
（
定
時
制
を
除
く
）
 

o
国
公
立
廿
月
額
一
万
円
、
入
学
支
度
 

金
一
一
万
五
千
円
 

o
私
立
廿
月
額
一
万
五
千
円
、
入
学
支
 

度
金
三
万
円
 

②
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）
 

o
国
公
立
廿
月
額
二
万
円
、
入
学
支
度
 

金
五
万
円
 

o
私
立
廿
月
額
三
万
円
、
入
学
支
度
金
 

六
万
円
 

．
受
付
期
間
 

4
月
 12 

日
団
か
ら
5
月
 10 

日
岡
ま
で
 

．
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
容
 28 

1
4
 

1
0
0
番
ま
で
 

技
」
」
能
舞
検
癖
鶏
郵
試
難
験
「
 

福
岡
県
職
業
能
力
開
発
協
会
×
 

．
受
付
期
間
 
4
月
4

日
5
 17 

日
ま
で
 

●
検
定
職
種
 
造
園
、
印
刷
等
 54 

種
類
 

．
受
験
手
数
料
 
実
技
試
験
9
千
円
、
 

（
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）
学
科
 

試
験
一
律
2
千
6
百
円
 

．
試
験
日
 

実
技
試
験
6
月
 14 

日
、
9
 

月
8
日
 
学
科
試
験
8
月
 25 

日
、
9
 

1
日
、
4

日
、
8
日
 

．
合
格
発
表
 
10 

月
3
日
 

．
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 
福
岡
県
職
 

業
能
力
開
発
協
会
容
0
9
2
1
6
7
 

1
1
1
2
3
8
番
 

o
堀
川
隆
雄
廿
書
籍
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
o

福
祉
バ
ス
内
ふ
れ
 

あ
い
基
金
箱
廿
六
万
七
千
八
百
四
十
八
 

円
 【

古
切
手
】
o

池
田
兼
善
廿
三
百
枚
 

4月福祉センター行事 
1 日、8 日、15日、21日、22日、 

29日 

。心配ごと相談日 7日、17日、27日 

（午前11時～午後3時30分） 

。健康相談日 9日（午前10時30分～午後2時まで） 

。仏教講演会 12日 

。演 芸 入館者の方へご自由に舞台を 

提供しています。 

。福抽てス運行 陶器まつり期間中変わります。 

× ノ 

。休館 日 

県税は、納期限までに忘れず納めましよう。 田川県税事務所 

あ
襲
た
の
技
術
巻
確
然
な
も
の
 



、
、
ー
 8

 

ノI
‘、、 

・【歯・ 
検 

診 
S 

相 

談 

園
ポ
リ
オ
（
生
後
3
カ
月
、
 18
 

カ
月
）
 

o
4
月
3
日
困
町
民
会
館
 

圏
麻
し
ん
（
生
後
 12
 

カ
月
、
 24
 

カ
月
）
 

o
4
月
5
日
岡
 

o
5
月
 10 

日
圏
 

圏
乳
児
相
談
（
生
後
4

・7

・ 10
 

カ
月
）
 

o
4
月
 15 

日
囲
町
民
会
館
 

圏
三
種
混
合
（
生
後
3
カ
月
、
 12
 

カ
月
）
 

o
4
月
 16 

日
因
 

o
5
月
8

日
困
 

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
 
13 

時
 30 

分
か
ら
 

14 

時
 30 

分
ま
で
で
す
。
 

場 
前 
の・ 

ボー 
赤 

池
 
郵 

便 

局 
、
 

役
場
玄
関
前
に
郵
便
ポ
ス
ト
が
設
置
 

さ
れ
ま
し
た
。
 
役
場
で
の
証
明
書
や
住
 

 ■
 

．
 

民
票
な
ど
を
送
る
時
な
ど
、
ご
利
用
く
 

あ
い
号
』
は
上
野
原
田
に
て
折
返
し
運
 

し
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

だ
さ
い
。
 

転
と
な
り
ま
す
。
ま
た
原
田
よ
り
上
野
 

．
相
談
・
問
い
合
わ
せ
 

田
川
公
証
役
 

虎
（
尾
桜
婆
一
鷺
一
然
観
一
察
会
 

喜一・一z 

、
 

藩

血

カ

 

／ 

虎
尾
桜
を
心
配
す
る
世
話
人
会
、
 

今
年
は
、
虎
尾
桜
も
た
く
さ
ん
の
つ
 

ぼ
み
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
、
み
な
さ
ん
が
 

来
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。
 

．
日
 
時
 
4
月
7
日
回
 
10 

時
 

．
集
合
場
所
 
上
野
峡
ポ
ケ
ッ
ト
公
園
 

．
問
い
合
わ
せ
 

虎
尾
桜
を
心
配
す
る
 

世
話
人
会
 
長
谷
川
義
信
さ
ん
 

・蕪期』間 
舞
繊
 

一舞 

r
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
 

4
月
 27 

日
田
か
ら
 29 

日
側
ま
で
の
陶
 

器
ま
つ
り
期
間
中
、
福
祉
バ
ス
 
『
ふ
れ
 

方
面
は
『
陶
器
ま
つ
り
専
用
バ
ス
』
 
が
 

走
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

そ
の
他
は
平
常
ど
お
り
運
行
し
ま
す
。
 

近
時
、
急
増
し
て
い
る
相
続
財
産
を
 

め
ぐ
る
争
い
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
 

例
え
ば
、
子
供
が
な
く
、
永
年
連
れ
 

そ
っ
た
妻
に
遺
産
全
部
を
相
続
さ
せ
た
 

い
と
き
、
同
居
し
身
の
回
り
の
世
話
を
 

し
て
く
れ
て
い
る
子
供
に
家
や
土
地
を
 

や
り
た
い
と
き
な
ど
、
特
に
遺
言
を
し
 

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

公
証
役
場
で
は
、
法
務
大
臣
か
ら
任
 

命
さ
れ
た
公
証
人
が
ご
相
談
を
お
受
け
 

場
冒
0
9
4
7
1
 44 

1
4
1
3
0
 

0
歳
か
ら
4
歳
ま
で
の
子
ど
も
達
。
 

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
 

ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
手
て
を
つ
な
 

い
で
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
 

●
場
 
所
 
糸
田
児
童
館
 

●
い
 

つ
 

毎
週
火
曜
日
 

10 

時
 30 

分
 

、
 12 

時
 

．
会
 
費
 
3
0
0
円
（
1
カ
月
）
 

．
内
 
容
 
リ
ズ
ム
体
操
、
絵
本
読
み
 

聞
か
せ
な
ど
の
遊
び
を
中
心
に
／
 

※
問
い
合
わ
せ
 
長
浦
陽
f
さ
ん
谷
 22 

ー
 

6
0
9
6
、
山
崎
小
百
合
さ
ん
容
 26 

ー
 

1
0
4
7
ま
で
 

「
ど
う
も
お
世
話
に
た
 

し
た
」
 
4
月
は
人
事
移
 

季
節
で
す
。
ま
だ
正
式
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

の
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。
 

平
成
2
年
 11 

月
1
日
に
 

報
を
担
当
し
て
は
や
、
 

5
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
 

報
担
当
に
な
っ
た
時
の
広
報
あ
か
 

を
見
て
い
ま
す
が
へ
タ
で
、
恥
ず
 

い
思
い
が
し
ま
す
。
（
今
も
そ
ん
な
 

歩
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
…
）
こ
の
間
 

い
出
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
 

多
く
の
人
と
出
会
っ
た
こ
と
は
私
一
 

産
に
な
っ
て
い
ま
す
し
 
「
広
報
」
」
 

い
て
論
議
し
合
っ
た
こ
と
な
ど
大
《
 

強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
適
格
』
 

指
摘
や
ご
指
導
な
ど
有
難
く
思
い
主
 

今
後
は
、
私
の
後
任
の
方
が
 
「山 

あ
か
い
け
」
を
作
り
ま
す
が
、
よ
プ
 

く
お
願
い
し
ま
す
。
 

消費者からの消費生活相談（苦情）に応じたり、 

地域の情報や消費者の声を行政に伝えるパイプ 

役として活躍していただきます。 

。猪口公子さん 赤池町大字赤池111 

容28一2672 

。藤井美代子さん 赤池町大字赤池528-76 

廿28一2590 

●問い合わせ 赤池町役場産業振興課 

容 2 8一2004（内線261) 

ご利用 く ださ い 

行政相談・法律・不動産相談 

県庁1階の県民相談室では、行政相談、法律 

不動産相談を無料で行なっています。 

．行政相談 

・日 時 閉庁日を除く毎日（8時30分～17時） 

） ・相談内容 県政や県民生活に関すること 

●法律相談 

・日 時 毎週金曜日（13時～16時） 

・相談内容 金銭貸借、相続、離婚、契約など 

．不動産相談 

・日 時 毎月第1・第3木曜日（13時～16時） 

・相談内容 土地の売買、賃貸借、担保、 

交換など 

※法律・不動産相談は電話予約が必要です。 

●申込・問い合わせ先 福岡県県民相談室 

ft 092-65 1-1234 

ファックスを通して 

あなたの声を県政に 

福岡県では、県政に対する提案をお受けする 

ため、 「県民提案ファックス」 を開設していま 

す。県政に対する積極的な提案をお待ちしてい 

J ます。 
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ファックス番号 

0 9 2 -6 3 2 -0 5 0 5 

(24 時間受付） 

●日程 毎月第3月曜日 

（但し、9月は第3火曜日） 

●時間 午前10時～午後4時 

●場所 田川市中央町1-1 田川市市民相談係 

冒 0947-44-2000 （内線107) 

美容と健康に 

ョガをしてみませんか 

●い つ 月曜日 19 : 30-21 : 00 

水曜日 13 : 0.0-44 : 30 

●どこで 町民会館 2階和室 

●会 費 月2,500円 

●問い合わせ 小林ふみ子さん容28-4952 
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